
ZnS蛍光体を用いたシンチレーション中性子検出器の中性子／ガンマ線弁別方法
（特許第4791935号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

中性子が入射した際、6Ｌｉあるいは10B中性子コンバータ内で発生する粒子線をZnS蛍光体に入射させて中
性子を検出するシンチレーション中性子検出器において、 ZnS蛍光体の粒子線に対する蛍光寿命とガンマ
線に対する蛍光寿命とが異なることを利用して、計数率特性を維持したままガンマ線感度を低減することが
できる。

技術的特長

ZnS蛍光体を用いた中性子イメージ検出器において、計数率特性を維持したままガンマ線感度の低減を図
ることができる。

発明の効果

物性物理研究や構造生物学の研究の分野で活用される。また、強ガンマ線環境下での中性子計測の分野
で活用される。

（1）原子力施設

本特許の活用用途
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本発明によるZnS蛍光体を
用いたシンチレーション中性
子検出器の中性子／ガンマ
線弁別方法と従来方法との
基本的な差を【図１】(本発明)
と【図２】(従来例)に示す。
ZnS蛍光体の粒子線に対す
る蛍光寿命とガンマ線に対す
る蛍光寿命とが異なることを
利用して、計数率特性を維持
したままガンマ線感度を低減
する。

【図３】に実施例の中性子/
ガンマ線弁別方法を説明す
る構成図を示す。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．ガンマ線感度を低減する

ためには大きな時定数で

積分する必要があり、ガ

ンマ線感度は計数率特性

を良い状態で保持したま

までは十分低減する事が

できなかった。

２．多チャンネルの２次元中

性子検出器には適用する

ことがなかなか困難で

あった。

従来の問題点

【図１】
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【図２】

【図３】


